
【吉備真備駅の清掃】 ８月

学校から外に向けていく活動として、夏休みのＰＴＡ奉仕活動の際に高等部生徒と保護

者、教員で吉備真備駅の清掃を行いました。

【懇談時の児童見守り】１０月

普段駅を利用させていただいている感謝の 個人懇談時に児童と一緒に、おもちゃで遊

気持ちを込めて、掃き掃除や草抜きをしまし んだりビデオ視聴をしてくださったりしまし

た。階段も一段一段ていねいに掃きました。 た。

福祉関係の取組

参観日に福祉制度の説明会を開きました

福祉班班長の「真備地域生活支援センタ

ー」所長 永田さんが講師として話をしま

した。

個人懇談に合

わせて、真備地

域生活支援セン

ターのスタッフ

の方が、『出張

相談会』を開催

してくださいま

した。

気軽に立ち寄ることができ、初日は１３組

の相談がありました。



実習や就労に関する取組

７月８日事業所参観日を行いました。倉敷法人会や真備船穂商工会を通じて広く周知

することができました。当日は、約１００名の参加がありました。

参加者の方に、次の内容を説明したり参観していただいたりしました。

＊高等部の概要や現場実習の説明

＊アビリンピック競技の説明及び清掃のデモンストレーション

＊高等部の職業コース授業(専門)や作業学習の参観

＜高等部・現場実習の説明＞

受付や全体会会場までの案内を、

職業コース１年生が行いました。

職業コース２年生はパンを製造し、

参観者に販売しました。

アビリンピック競技（清掃）で、金メダル

を受賞した生徒による、清掃のデモンストレ

ーションを披露しました。

地域との接点が、この『まきび学校支援地域本部』です。今後も、地域との連携、地

域への発信のために連携委員会がますます機能していくよう取り組んで行きたいと思い

ます。

＜まきび連携委員会＞

委員長 ：長谷川立二（前真備船穂商工会会長）

副委員長：小田 幸伸（倉敷まきび支援学校長）

総 務：守屋弘志（真備船穂商工会会長）

学校－藤井、山本、小虎

就労班：中山正明（株 テオリ 代表取締役） ＜小田副委員長と長谷川委員長＞

学校－中村、本多

地域班：百本恵子（箭田地区まちづくり推進協議会 もりたて班 副班長）

学校－西、山本

環境班：友野千恵子（倉敷まきび支援学校PTA副会長）

学校－中村、山田

安全班：塩田 陽一（倉敷消防団 玉島方面隊 真備第二分団 分団長）

学校－平松、倉永、白神

福祉班：永田 拓（真備地域生活支援センター 所長 相談支援専門員） <まきび連携委員会>

学校－加藤、幾留




